
第 240 回 JMRC 中部運営委員会報告書 

日時：2015年３月２日 20:00~22:00 

場所：名古屋市昭和区福江 JAF 中部本部３F ミーティングルーム 

《出席者》 

運営委員長 鈴木 隆史 出席 運営委員 後藤 康次 出席 

副運営委員長 嶽下 宗男 出席 運営委員 米谷 展生 出席 

事務局長 村瀬 秋男 出席 運営委員 小出 正則 出席 

運営委員 石井 公久 出席 運営委員 増田 好洋 出席 

運営委員 稲葉 憲ニ 出席 運営委員 福田 淳三 欠席 

運営委員 岡野 勝仁 出席 運営委員 山崎 利博 出席 

運営委員 金子 敏邦 出席 理事長 勝田 照夫 出席 

運営委員 川崎 裕行 出席 事務局次長 寺崎 誠治 出席 

運営委員 菅野 秀昭 出席 JAF 中部本部 金澤 勇人 出席 

運営委員 武山 策彌 欠席 書 記 河田 富美男 欠席 

会議に先立ち、鈴木運営委員長の挨拶の後、嶽下副運営委員長を議長として会議を開始した。 

《議題》 

 各部会連絡事項 

 特別委員会、臨時代表者会議について 

  

 

《議事録》 

議題 各専門部会報告 

担当 各部会 

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 <ジムカーナ> 

 全国振興事業開催、本年度、来年度の JAF カップ開催場所が決定された 

 本年度名阪には 60台ほどの参加を見込む 

 2 月 8日第 1回部会開催 

 部会メンバーが 3名変更 

 3 回の部会及び 6回のレッスン、意見交換会を北陸、東海、地区戦をそれぞれ

開催する予定 

 ジムカーナホームページの見直しを検討、特に初心者が入りやすく 

 振興策としてチーム対抗戦、各種割引を検討 

 第 1戦、第 2戦が終了、昨年度より若干増加 

<ダートラ> 



 全国振興事業委員会 

 昨年度 JAF カップ及び西日本フェスティバルの報告 

 本年度及び来年度のオールスターの計画。 

 1 月にチャオ御岳にてスノートライアルを開催した 

 第 1回部会開催 

 部会 4回開催、5月 17 日にレベルアップ練習会開催 

 

<ラリー> 

 1 月 10日に部会開催 

 TRD チャレンジのスケジュールもカレンダーに乗せる 

 チャレンジシリーズの参加者が増えてきた 

 排気量区分によるクラス分けを設定（1500cc 上下） 

 近畿との合同部会 

 審査員派遣スケジュール及び規則 

<レース> 

 1 月 11日にレスキュー講習会開催、40名参加 

＜事務局＞ 

 MS-Dayの暫定収支報告 

 クラブ更新状況、108クラブが更新された 

 未更新クラブに対しての更新促進を事務局長中心に進めていく 

＜JAF 登録部会＞ 

 加盟・準加盟クラブは若干減少 

 ドライバーライセンスホルダーは微増、オフィシャルは減少 

＜JAF ラリー部会＞ 

 来年度向けの規定の見直しを進めている、 

＜JAF スピード部会＞ 

 振興事業からスピード部会に上申を計画 

 SC 車両ロールバー規定の見直し、ナンバー無車両が走れるクラスの設定 

＜総務広報＞ 

 HP の更新について各部会でコンテンツを検討頂きたい 

 各部会連携必要な項目もあり、総務中心で検討していく 

  

アクションプ

ラン 

 

担当  

 



 

議題 特別委員会、臨時代表者会議について 

担当  

決議 報告のみ ・ 承認 ・ 却下 ・ 継続審議 ・ その他 

内容 代表者会議への提出議案の報告及び確認を行った 

 組織系統・人事面の改正 

 賛助会員を賛助団体として活性化、JMRC 活動外の団体を取り込む施策を検討 

 スポ案への加入補助を共済会基金から支援 

 維持準備金をモータースポーツ振興基金への変更 

 ラリー互助会をスピード競技、賛助団体イベントへの適用の拡大 

アクションプ

ラン 

特別委員会案をベースに詳細項目のブラッシュアップを図る 

互助会については、その内容を再度精査する 

3 月中をめどに草案にまとめ、６月での臨時代表者会議開催を目指す 

担当 特別委員会 

 

以上 

報告：総務広報委員会 

 


